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  F-ZTATTM On-board Programmer For Single Power Supply 

FLASH2・FLASHMATE5V1 
FM-ONE 使用上の注意 

 

■ 一部 CPU での MD_CLK 端子の入力とクロック周波数に関する注意事項 
 

【該当製品】 

FM-ONE・FLASH2・FLASHMATE5V1 
 

 

【詳細】 
一部の CPU で、実装クロックが 16MHz の時、MD_CLK を『1』に設定した場合、正常に書き込むことが出来な

い症状が発見されました。これは MD_CLK に『1』を入力した場合、クロックの逓倍率が、『0』を入力している時よ

りも 1/2 の倍率に設定されてしまうためです。 

 

 

【該当 CPU】 
H8SX/1653、H8SX/1654、H8SX/1663、H8SX/1664 

 

 

【対策】 
実装クロックが 16MHz の場合は、Windows 側の書込みソフトのクロック入力値 8MHz に、CKM (CKM1)、CKP 

(CKM2)を、『2』または『4』に指定して下さい。正常に書込みが行われます。 

 

 

 


